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赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
 

取
扱
説
明
書
 

型  名  

－
お
買
い
上
げ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
－

　
　
　
ご
使
用
の
前
に

こ
の
取
扱
説
明
書
（
と
別
冊
の
電
池
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
ご
注
意
）
を
よ
く
お
読
み
の
う
え
、
正
し
く
お
使
い
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
別
冊
の
「
電
池
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
ご
注
意
」
は
、
必
ず
お
読
み
い
た
だ
き
、
安
全
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

お
読
み
に
な
っ
た
あ
と
は
、
保
証
書
と
一
緒
に
大
切
に
保
管
し
、
必
要
な
と
き
に
お
読
み
く
だ
さ
い
。

製
造
番
号
は
品
質
管
理
上
、
重
要
な
も
の
で
す
。
お
買
い
あ
げ
の
際
は
、
本
機
の
電
池
カ
バ
ー
の
内
部
に
製
造
番
号
が
正
し
く
記

さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
、
そ
の
製
造
番
号
と
保
証
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
製
造
番
号
が
一
致
し
て
い
る
か
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

!

私
た
ち
は
環
境
・
資
源
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
取
扱
説
明
書
は
エ
コ
マ
ー
ク
認
定
の
再
生
紙
（
古
紙
10
0％
）
 

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

み
ど
り
を
ま
も
る

ち

き
ゅ
う
に
や
さ
し

い

2

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
内
容

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。
開
梱
の
際
に
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

設
置
及
び
取
扱
上
の
ご
注
意

●
本
機
を
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
シ
ス
テ
ム
と
し
て
使
用
す
る
に
は
、
下
記
の
専
用
機
器
が
必
要
で
す
。
そ
の
他
の
機
器
と
は
組
み
合
せ
て
も
ご
使
用
に

な
れ
ま
せ
ん
。

赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
レ
シ
ー
バ
ー

W
T

-P
H

31
/P

H
32

赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
セ
ン
サ
ー

W
T

-P
S

31
/P

S
32

セ
ン
サ
ー
カ
プ
ラ
ー

W
T

-D
82

/D
84

赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー

W
T

-C
80

●
本
機
は
、
赤
外
線
を
使
用
し
て
音
声
を
送
信
し
て
い
ま
す
。
使
用
で
き
る
部
屋
の
大
き
さ
の
目
安
は
、
赤
外
線
の
発
光
パ
ワ
ー
（
3
、
4
ペ
ー
ジ
参

照
）
の
設
定
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
び
は
ビ
ク
タ
ー
赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク

W
M

-P
H

71
1/

W
M

-P
H

71
2/

W
M

-P
H

71
3/

W
M

-P
H

71
4
を

お
買
い
あ
げ
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

取
扱
説
明
書

■
別
冊
の
「
電
池
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
ご
注
意
」
を
よ
く
お
読
み
い
た
だ
き
、
正
し
く
お
使
い
く
だ
さ
い
。

安
全
上
の
ご
注
意 こ
の
表
示
を
無
視
し
て
、
誤
っ
た
取
扱
い
を
す
る
と
、
人
が
障
害
を
負
う
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
内

容
、
ま
た
は
物
的
損
害
の
発
生
が
想
定
さ
れ
る
内
容
を
示
し
て
い
ま
す
。

注
意
 

発
光
パ
ワ
ー
の
設
定

部
屋
の
大
き
さ
の
目
安

H
ig
h

2
0
m
×
2
0
m
ま
で

L
o
w

1
5
m
×
1
5
m
ま
で

●
落
下
・
机
を
た
た
く
・
投
げ
出
す
等
の
衝
撃
を
加
え
た
り
、
濡
ら
し
た
り
し
な
い
で
下
さ
い
。

内
部
の
精
密
部
品
が
損
傷
し
、
故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
マ
イ
ク
ヘ
ッ
ド
が
変
形
し
た
り
、
濡
れ
た
り
す
る
と
音
質
が
変
わ
り
ま
す
。

●
ハ
ウ
リ
ン
グ
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
ス
ピ
ー
カ
ー
と
の
距
離
を
離
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

●
清
掃
す
る
場
合
は
、
乾
い
た
布
か
、
水
に
濡
ら
し
た
布
を
よ
く
絞
っ
て
拭
い
て
く
だ
さ
い
。

中
性
以
外
の
洗
剤
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
シ
ン
ナ
ー
類
は
、
表
面
の
塗
装
等
が
剥
が
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。

品
名

数
量

赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク

W
M

-P
H

71
1/

P
H

71
2/

P
H

71
3/

P
H

71
4

1

取
扱
説
明
書
（
本
書
）

1

電
池
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
ご
注
意

1

保
証
書

1

サ
ー
ビ
ス
窓
口
案
内

1

専
用
ニ
カ
ド
充
電
池

1

電
池
ホ
ル
ダ
ー

1

N
i-

C
d

こ
の
製
品
に
は
、
ニ
カ
ド
電
池
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。
ニ
カ
ド
電
池
は
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
貴
重
な
資
源
で
す
。

ニ
カ
ド
電
池
の
交
換
及
び
ご
使
用
済
み
製
品
の
廃
棄
に
際
し
て
は
、
ニ
カ
ド
電
池
を
取
り
出
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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W
M

-P
H

71
1

3

チ
ャ
ン
ネ
ル
と
対
応
機
種
の
一
覧

本
機
を
使
用
し
た
赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
シ
ス
テ
ム
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
各
機
種
の
関
係
は
以
下
の
通
り
で
す
。

（
注
）本
シ
ス
テ
ム
で
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
1
に
対
応
す
る
マ
イ
ク
を
マ
イ
ク
1
と
呼
び
ま
す
。

マ
イ
ク
2
～
マ
イ
ク
4
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

1 2 3 4

チ
ャ
ン
ネ
ル

赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス

マ
イ
ク

（
マ
イ
ク
）

赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス

マ
イ
ク

（
マ
イ
ク
）

赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス

マ
イ
ク
レ
シ
ー
バ
ー

（
レ
シ
ー
バ
ー
）

赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス

マ
イ
ク
セ
ン
サ
ー

（
セ
ン
サ
ー
）

赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス

マ
イ
ク
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー

（
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
）

セ
ン
サ
ー
カ
プ
ラ
ー

W
M

-P
H

71
1

W
M

-P
H

81
チ
ャ
ン
ネ
ル
切
換
設
定
：
1

W
T-

P
H

31

チ
ャ
ン
ネ
ル
1
と
2
に

対
応
し
ま
す

W
T-

P
S

31

チ
ャ
ン
ネ
ル
1
と
2
に

対
応
し
ま
す

W
T-

P
H

32

チ
ャ
ン
ネ
ル
3
と
4
に

対
応
し
ま
す

W
T-

P
S

32

チ
ャ
ン
ネ
ル
3
と
4
に

対
応
し
ま
す

W
T-

C
80

チ
ャ
ン
ネ
ル
に

関
係
な
く

使
用
で
き
ま
す

W
T-

D
82
ま
た
は

W
T-

D
84

チ
ャ
ン
ネ
ル
に

関
係
な
く

使
用
で
き
ま
す

W
M

-P
H

71
2

W
M

-P
H

81
チ
ャ
ン
ネ
ル
切
換
設
定
：
2

W
M

-P
H

71
3

W
M

-P
H

82
チ
ャ
ン
ネ
ル
切
換
設
定
：
3

W
M

-P
H

71
4

W
M

-P
H

82
チ
ャ
ン
ネ
ル
切
換
設
定
：
4

（
注
）

（
注
）

（
注
）

（
注
）

マ
イ
ク
1

マ
イ
ク
2

マ
イ
ク
3

マ
イ
ク
4

各
部
の
名
称
と
は
た
ら
き

O
N

O
N

O
F

F

1 2 充
電
端
子

充
電
端
子

65

電
池
カ
バ
ー

3 4

1
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
ヘ
ッ
ド

2
電
源
表
示
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー

電
源
ス
イ
ッ
チ
を
O
N
に
す
る
と
緑
に
点
灯
し
ま
す
。

電
源
表
示
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
が
緑
か
ら
赤
に
変
わ
る
、 ま
た
は
赤
で

点
灯
す
る
、
あ
る
い
は
全
く
点
灯
し
な
い
時
は
、
電
池
の
電
圧
が
下

が
っ
て
い
ま
す
。

3
電
源
ス
イ
ッ
チ

ス
イ
ッ
チ
を
O
N
側
に
す
る
と
動
作
状
態
に
な
り
ま
す
。

4
赤
外
線
発
光
部
／
5
副
赤
外
線
発
光
部

こ
こ
か
ら
音
声
信
号
が
赤
外
線
と
し
て
送
信
さ
れ
ま
す
。

6
発
光
パ
ワ
ー
切
換
ス
イ
ッ
チ

赤
外
線
の
発
光
パ
ワ
ー
を
切
り
換
え
ま
す
。

H
ig
h
：
出
荷
時
の
設
定
で
す
。
専
用
ニ
カ
ド
充
電
池
で
約
5
時
間

の
連
続
使
用
が
可
能
で
す
。
使
用
で
き
る
部
屋
の
大
き
さ

の
目
安
は
2
0
m
四
方
で
す
。

L
o
w
：
長
時
間
使
用
す
る
場
合
に
設
定
し
ま
す
。
専
用
ニ
カ
ド
充

電
池
で
約
8
時
間
の
連
続
使
用
が
可
能
で
す
。
使
用
で
き

る
部
屋
の
大
き
さ
の
目
安
は
1
5
m
四
方
で
す
。

ご
注
意

1
.ご
使
用
時
は
4
赤
外
線
発
光
部
を
絶
対
に
持
た
な
い
で
下
さ
い
。
音
声
信
号
が
送
信
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
5
副
赤
外
線
発
光
部
を
有
効
に

使
用
す
る
た
め
に
、
電
池
カ
バ
ー
を
持
つ
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

2
.マ
イ
ク
お
よ
び
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
の
充
電
端
子
が
汚
れ
て
い
る
と
充
電
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
場
合
は
柔
ら
か
い
布
で
充
電
端
子
の

汚
れ
を
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

4

発
光
パ
ワ
ー
設
定
の
手
順

必
ず
電
源
ス
イ
ッ
チ
を
O
F
F
に
し
て
お
こ
な
っ
て
下
さ
い
。
故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

1.
電
池
カ
バ
ー
を
反
時
計
方
向
に
廻
し
て
下
側
に
引
い
て
は
ず
し
て
く
だ

さ
い
。

2.
発
光
パ
ワ
ー
切
換
ス
イ
ッ
チ
を
H
ig
h
ま
た
は
L
o
w
に
設
定
し
ま
す
。

各
設
定
で
の
仕
様
は
以
下
の
通
り
で
す
。

3.
電
池
カ
バ
ー
を

1.
と
逆
の
手
順
で
取
り
付
け
ま
す
。

出
荷
時
は
H
ig
h
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
光
パ
ワ
ー
の

設
定

連
続
使
用
時
間

（
専
用
ニ
カ
ド
充
電
池
使
用
時
）
使
用
で
き
る
部
屋
の

大
き
さ
の
目
安

H
ig
h

約
5
時
間

2
0
m
×
2
0
m

L
o
w

約
8
時
間

1
5
m
×
1
5
m

電
池
カ
バ
ー

発
光
パ
ワ
ー
切
替

ス
イ
ッ
チ L
o
w

H
ig
h
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M
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H
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1

5

電
池
の
セ
ッ
ト
お
よ
び
交
換
の
し
か
た

必
ず
電
源
ス
イ
ッ
チ
を
O
F
F
に
し
て
お
こ
な
っ
て
下
さ
い
。
故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

●
電
池
カ
バ
ー
を
反
時
計
方
向
に
廻
し
て
下
側
に
引
い
て
は
ず
し
て
く

だ
さ
い
。

●
専
用
ニ
カ
ド
充
電
池
を
ご
使
用
の
場
合

電
池
を
セ
ッ
ト
す
る
と
き
は
、
電
池
の
上
側
（
－
側
）
か
ら
は
め
込

み
ま
す
。

電
池
を
取
り
外
す
と
き
は
、
電
池
の
下
側
（
＋
側
）
か
ら
引
き
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
乾
電
池
を
ご
使
用
の
場
合

本
機
に
付
属
の
電
池
ホ
ル
ダ
ー
に
単
3
型
乾
電
池
を
図
の
よ
う
に
2

個
直
列
に
い
れ
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

電
池
の
飛
び
出
し
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

専
用
ニ
カ
ド
充
電
池

電
池
カ
バ
ー

電
池
ホ
ル
ダ
ー

単
3
型
乾
電
池
2
本

注
.
単
2
型
乾
電
池
は
ご
使
用

で
き
ま
せ
ん

注
意
 乾

電
池
を
ご
使
用
の
場
合
は
、 充
電
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

電
池
の
破
裂
、液
も
れ
に
よ
り
、故
障
や
け
が
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

注
意
 指
定
以
外
の
電
池
を
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

電
池
の
破
裂
、液
も
れ
に
よ
り
、故
障
や
け
が
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

専
用
ニ
カ
ド
充
電
池
ご
使
用
上
の
注
意

1
.
マ
イ
ク
の
電
源
表
示
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
が
緑
か
ら
赤
へ
変
わ
り
ま
し
た
ら
電
池
切
れ
で
す
の
で
、
す
み
や
か
に
充
電
し
て
く
だ
さ
い
。

2
.
ニ
カ
ド
電
池
は
、
使
い
き
ら
な
い
う
ち
に
充
電
を
繰
り
返
す
と
、
充
電
状
態
と
は
無
関
係
に
使
用
で
き
る
時
間
が
短
く
な
る
メ
モ
リ
ー
効

果
を
お
こ
し
ま
す
。
そ
の
場
合
は
一
度
使
い
切
っ
て
か
ら
充
電
し
て
く
だ
さ
い
。

3
.
ニ
カ
ド
電
池
の
寿
命
は
正
常
な
使
用
で
約
1
年
、
ま
た
は
充
電
回
数
で
約
5
0
0
回
で
す
。
充
分
に
充
電
さ
れ
ま
し
て
も
通
常
よ
り
早
く
電

池
が
切
れ
る
と
き
は
電
池
の
寿
命
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
新
し
い
電
池
と
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

4
.
ニ
カ
ド
電
池
は
化
学
反
応
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

周
囲
の
温
度
の
影
響
を
受
け
や
す
い
た
め
、
充
電
は
必
ず
1
0
℃
～
3
5
℃
で
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
温
度
以
外
で
は
充
電
容
量
が
十
分
で
な
く
、
使
用
時
間
が
短
く
な
り
ま
す
。

5
.
過
放
電
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

電
池
が
切
れ
た
、
ま
た
は
電
源
表
示
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
が
赤
に
な
っ
た
マ
イ
ク
の
電
源
ス
イ
ッ
チ
を
「
O
N
」
の
状
態
で
長
時
間
放
置
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
過
放
電
と
な
り
ニ
カ
ド
電
池
の
寿
命
が
極
端
に
短
く
な
り
ま
す
。

6
.
充
電
後
は
ニ
カ
ド
電
池
部
分
が
暖
か
く
な
り
ま
す
が
異
常
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

7
.
充
電
中
の
マ
イ
ク
を
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
抜
き
差
し
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
時
点
か
ら
再
び
充
電
開
始
と
な
り
、
過
充
電
と
な
り
ま
す
。

8
.
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
を
マ
イ
ク
ス
タ
ン
ド
代
わ
り
に
し
て
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
を
マ
イ
ク
ス
タ
ン
ド
代
わ
り
に
し
て
、
マ
イ
ク
の
抜
き
差
し
を
繰
り
返
し
ま
す
と
、
満
充
電
の
状
態
で
更
に
充
電
さ
れ
、

過
充
電
状
態
と
な
っ
て
、
電
池
の
寿
命
や
使
用
時
間
を
短
く
し
ま
す
。

6

仕
様

使
用

環
境

電
源

外
形

寸
法

質
量

連
続
使
用
時
間

使
用
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン

最
大
音
圧
レ
ベ
ル

周
波

数
特

性
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
特
性

赤
外

線
波

長
変

調
方

式
送

信
周

波
数

ト
ー

ン
信

号
赤
外
線
到
達
距
離

：
温
度
5
℃
～
3
5
℃
，
湿
度
1
0
％
～
8
5
％
（
非
結
露
）

：
D
C
2
.4
V

（
付
属
の
専
用
ニ
カ
ド
充
電
池
）

D
C
3
.0
V

（
市
販
の
単
3
型
乾
電
池
）

：
直
径
最
大
6
3
m
m
、
長
さ
2
5
5
m
m

：
約
3
3
0
ｇ

（
専
用
ニ
カ
ド
充
電
池
含
む
）

：
発
光
パ
ワ
ー
H
ig
h
：
5
時
間

L
o
w
：
8
時
間

（
専
用
ニ
カ
ド
充
電
池
使
用
時
）

：
単
一
指
向
性
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン

：
1
3
0
d
B
S
P
L

：
5
0
H
z
～
1
0
0
0
0
H
z

：
1
/2
対
数
圧
縮

：
8
5
0
n
m

：
周
波
数
変
調

：
W

M
-P

H
71

1
2
.0
6
M
H
z

W
M

-P
H

71
2

2
.5
6
M
H
z

W
M

-P
H

71
3

3
.2
0
M
H
z

W
M

-P
H

71
4

3
.7
0
M
H
z

：
3
2
.7
6
8
kH
z

：
発
光
パ
ワ
ー
H
ig
h
時
：
3
0
m

L
o
w
時
：
2
5
m

（
赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
セ
ン
サ
－
の
正
面
光
軸
上
）

※
本
機
の
仕
様
お
よ
び
外
観
は
、改
善
の
た
め
予
告
な
く
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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W
M

-P
H

71
1

7

●
こ
の
商
品
を
廃
棄
す
る
場
合
は
、
法
令
や
地
域
の
条
例
に
従
っ
て
適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

保
証
書
（
別
添
）

保
証
書
は
、
お
買
い
上
げ
の
販
売
店
よ
り
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

「
お
買
い
上
げ
日
・
販
売
店
名
」
等
の
記
入
を
お
確
か
め
の
う
え
、

記
載
内
容
を
よ
く
お
読
み
の
後
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

保
証
期
間

お
買
い
上
げ
の
日
か
ら
１
年
間

修
理
に
関
す
る
ご
相
談
や
ご
不
明
な
点
は

修
理
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
お
買
い
上
げ
の
販
売
店
ま
た
は
別
紙
の
「
ビ
ク
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
窓
口
案
内
」
を
ご
覧
の
う
え
最
寄
り
の
サ
ー
ビ
ス

窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

修
理
を
依
頼
さ
れ
る
と
き
は

出
張
修
理

異
常
の
あ
る
と
き
は
、
お
手
数
で
も
も
う
一
度
、
各
部
の
接
続
、
つ
ま
み
の
位
置
に
つ
い
て
お
調
べ
く
だ
さ
い
。

そ
れ
で
も
具
合
が
悪
い
と
き
は
、
お
買
い
上
げ
の
販
売
店
ま
た
は
ビ
ク
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
窓
口
に
修
理
を
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

修
理
に
際
し
ま
し
て
は
保
証
書
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

保
証
書
の
規
定
に
従
っ
て
販
売
店
が
修
理
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

修
理
す
れ
ば
使
用
で
き
る
場
合
に
は
、
お
客
様
の
ご
要
望
に
よ
り

修
理
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

故
障
し
た
製
品
を
正
常
に
修
復
す
る
た
め
の
料
金
で
す
。

技
術
者
の
人
件
費
、
技
術
教
育
費
、
測
定
機
器
等
設

備
費
、
一
般
管
理
費
等
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

補
修
用
性
能
部
品
の
最
低
保
有
期
間

赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク

W
M

-P
H

71
1/

W
M

-P
H

71
2/

W
M

-
P

H
71

3/
W

M
-P

H
71

4の
補
修
用
性
能
部
品
の
最
低
保
有
期
間
は
、

製
造
打
切
り
後
８
年
で
す
。

こ
の
期
間
は
、
通
産
省
の
指
導
に
よ
る
も
の
で
す
。

補
修
用
性
能
部
品
と
は
、
そ
の
製
品
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め

に
必
要
な
部
品
で
す
。

保
証

期
間

中
は

保
証
期
間
が
過
ぎ
て
い
る
と
き
は

ご
連
絡
し
て
い
た
だ
き
た
い
内
容

修
理
料
金
の
仕
組
み

品
名

品
番

お
買
い
上
げ
日

故
障
の
状
況

ご
住

所

お
名

前

電
話
番
号

訪
問
ご
希
望
日

赤
外
線
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク

便
利
メ
モ

年
月

日

で
き
る
だ
け
具
体
的
に

付
近
の
目
印
等
も
併
せ
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

W
M

-P
H

71
1/

P
H

71
2/

P
H

71
3/

P
H

71
4

お
買
い
上
げ

店
名

(
)

–

技
術
料

修
理
に
使
用
し
た
部
品
代
金
で
す
。
そ
の
他
修
理
に

付
帯
す
る
部
材
等
を
含
む
場
合
も
あ
り
ま
す
。

部
品
代

製
品
の
あ
る
場
所
へ
技
術
者
を
派
遣
す
る
た
め
の
費

用
で
す
。
別
途
、
駐
車
料
金
を
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

出
張
料

+ +

保
証
と
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

S
S

96
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